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県立高校の将来の在り方検討委員会は、令和６年１月 12 日、県教育長から検討の依頼を受

け、少子化や社会経済のグローバル化など、社会の変化に対応した県立高校の将来の在り方

について、様々な立場から多角的に議論を重ねてきた。中学生、高校生、保護者、教員合わ

せて約 31,000 人を対象とした高校教育に関する意識調査、産業関係者、１学年当たり２学級

の小規模校が所在する市町村の首長や教育長、私立高校関係者などを対象とした意見聴取を

実施し、いただいた意見を参考にしながら議論を深め、国が進める教育改革にも注視しなが

ら、このたび、県立高校の今後 10 年間のあるべき姿を「報告書」として取りまとめた。 

教育委員会はこの「報告書」の趣旨を踏まえて次期県立高校再編整備基本計画（仮）を策

定し、次代を担う生徒が輝く教育環境が整備されることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまがたの未来を創る県立高校の将来の在り方について 

～生徒が輝く学びを地域とともに～ 

報告書 【 概要版 】 
令和７年２月 県立高校の将来の在り方検討委員会 

Ⅰ 検討の概要 

Ⅱ 今後の高校教育に求められるもの 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 全ての生徒の可能性を引き出す教育 

◇ 基礎的・基本的な学力の定着に向けた、生徒一人ひとりに適した学びの実現 

◇ 主体的かつ協働的な学びを実践する探究型学習の充実 

◇ 多様化・複雑化する生徒の実態と学びのニーズに対応した教育の充実 

２ 地域を支える人づくり 

◇ 自分の将来に夢を持ち、社会的・職業的自立を図るためのキャリア教育の充実 

◇ 社会を生き抜く実践的な知識や技能の習得に繋がる、地域と協働した教育の推進 

◇ 持続可能で活力ある地域社会を支える、地域の産業人材を育成する教育の推進 

３ 新しい時代への対応 

◇ 最先端のＡＩやデータサイエンスなどを含む新たな学びの創設や、高度なデジ

タルスキルを備えた人材の育成に向けた教育ＤＸの推進 

◇ 多文化共生社会の中で活躍できる人材の育成等に向けたグローバル教育の推進 

◇ 生徒の適性や能力、興味・関心を踏まえた学びを可能とする、柔軟な普通科教

育の推進 

４ 魅力ある学校づくり 

◇ 教育活動の重点や育成を目指す人物像の明確化と、その着実な実行による、学校

の魅力化・特色化の推進及び効果的な情報発信 

◇ 学校教育施設・設備の更新や充実、サポート体制の充実等による、安全安心で

快適な学習環境の整備 

◇ 教職員がワーク・ライフ・バランスを保ちながら、安心して働き、研鑽を積み、

力を発揮できる環境づくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 県立高校の将来の在り方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 県立高校の将来を考える上での視点 

（１）今後も少子化傾向は続き、10 年間で中学校卒業者が約 2,000 人程度減少すると

見込まれているが、それをマイナスとだけ捉えるのではなく、全ての生徒の可能

性を引き出すための教育の質と学びの多様性の確保に向けた高校の在り方を模

索する契機とする必要がある。 

（２）地域に開かれた教育課程を推進し、地域資源を活用した学びの提供や、生徒が

実社会での学びを体験できる環境を整え、地域を支える人づくりを実現すること

が重要である。 

（３）ＡＩやＩｏＴ等のデジタル技術の進展や多文化共生社会に対応した新しい学び

を創設するなど、時代のニーズに対応した教育を強化することが望まれる。 

（４）教育活動の重点や育成を目指す人物像を明確にした特色化と、生徒の学ぶ環境や

教職員の働く環境の整備に努めるとともに、その魅力を、中学生・保護者や地域社

会に対し、しっかりと周知することが求められる。 

２ 県立高校の在り方に関する基本的な方向性 

（１）普通科系学科※１、産業系学科※２、総合学科を県内４学区（東、西、南、北）に

バランス良く配置し、各地区の多様な学びの場を保障することが求められる。 

（２）開設科目の多さや、学校行事、部活動の充実を図ることのできる一定の規模の

学校を配置する一方で、小規模な学校を望む生徒の声にも配慮する必要がある。 

（３）生徒個々の習熟度に応じ、自分のペースで学べる環境を重視することが望ましい。 

（４）自治体に唯一所在する県立高校については、地域コミュニティの拠点の一つと

して重要な役割も備えていることを踏まえ、生徒数を基準に画一的に再編対象と

するのではなく、柔軟に判断することも必要である。 

３ 各学科の配置に関する方向性及び求められる教育 

（１）普通科系学科 

◇ 大学進学に向けた指導体制を確保できる規模の学校を、８地区ごとに少なくと

も１校配置することが望ましい。 

◇ 社会・経済情勢の変化や生徒の興味・関心、将来の進路等に応じた新たな学科

やコース等の設置の検討が求められる。 

（２）産業系学科 

◇ 農業・工業・商業の学びについては、４学区（東・西・南・北）全てに配置す

ることが望ましい。 

◇ 産業の多様な分野の学びを維持するとともにその充実を図るため、定員の柔軟

な設定が必要である。 

（３）総合学科 

◇ ４学区全てに、１校は配置することが望ましい。 

◇ 総合学科の特長を生かし、進路に応じた系列や多くの選択科目によりキャリア

教育を推進することが望ましい。 

なお、さらなる少子化等により再編統合を検討する場合は、少子化の状況や地域の

実情を踏まえ、同一の学科間はもとより、異なる学科間の再編統合も視野に入れる 

必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 小規模校の特色づくり 

(1) キャンパス制の取組 

◇  合同での学校行事や生徒会活動、部活動、ボランティア活動など、スケールメ

リットを生かした教育活動の充実や、相互の専門性を生かした資格取得の支援な

ど、キャンパス制には、連携交流を通した教育環境の改善が期待される。 

◇  地域産業や文化への理解を深め、将来同じ地域で、互いに協力し合いながら地

域を支えていくという観点からの連携交流も期待されることから、教職員への負

担増にも配慮しながら継続することが望ましい。 

(2) 地域との連携 

◇  郷土愛が深まるよう、高校生が単に参加協力するだけではなく、企画段階から

参画し、伝統行事や地域活動の担い手となるような仕組みづくりが求められる。 

◇  学校には、地域課題を見つめ直し､高校生の視点や発想を生かした活性化策を

提案するなど、地域産業や地域社会と連携した教育活動が求められる。 

５ 県立高校の設置に関する各地区の方向性 

◇ 本報告書では今後 10 年間の県立高校の基本的な方向性を示したが、少子化の状

況や高校教育に係る課題は各地区で異なることから、県立高校の設置に関する具体

的な検討については、それぞれの地区ごとに丁寧に進めることが求められる。 

４ 学校・学科の特色化・魅力化に向けた方向性 

（１）普通科系学科 

◇ 社会・経済情勢の変化や生徒の興味・関心、将来の進路等に応じた特色・魅力ある柔

軟な普通科教育を実践するため、新しい学科やコース等の検討が求められる。 

◇ 探究科・探究コースでは、探究型学習のパイロット校として、発展的な学習と課題研

究に取り組むことが求められる。 

（２）産業系学科 

◇ 産業構造の変化やデジタル化による技術革新、グローバル化等の産業界の急激な変化

に対応するため、企業や大学等の高等教育機関等と連携した質の高い専門学習により、

地域産業のイノベーションを担う人材育成が必要である。 

◇ 複数の産業系学科を設置した総合選択制高校については、学科の枠を越えた専門の学

習を通して、起業家精神の醸成を図ることが期待される。 

（３）総合学科 

◇ 多様な分野について学べる柔軟なカリキュラムのもと、生徒が自身の進路に応じ、自

己の学びをデザインできる「主体的な学び」を推進することが求められる。 

◇ 総合学科の特長である多様な授業の開設や複数の系列設定ができるよう、学校の規模

にも留意する必要がある。 

（４）中高一貫教育校  

◇ 併設型中高一貫教育校の今後の設置については、モデル校２校を参考に、地域の意見

を踏まえながら検討していく必要がある。 

（５）定時制・通信制 

◇ 学び直しや進路変更した生徒の再スタートの場ともなっている現状を踏まえ、生徒の

多様な学習ニーズを支える教育環境の充実が求められる。 

（６）小規模校 

①ハイブリッド型の授業など学校間の連携強化 

◇ 従来の対面授業と遠隔授業を併用したハイブリッド型の授業の推進や、学校行事・生

徒会活動・部活動・ボランティア活動等の合同での実施、オンラインによる交流など、

学校間の連携を強化することによる教育活動の充実が求められる。 

②地域との連携強化 

◇ 小規模校の特長である地域との関係性を生かし、地域の資源や人材を活用したキャリ

ア教育や探究型学習等の学びを充実することが期待される。 

③県外生の受入れ推進 

◇ 多様な価値観を持つ生徒の交流が、教育面の効果はもとより、地域の活性化に繋がっ

ていることから、今後も地域からの支援や協力のもと、県外生の受入れを進めることが

望ましい。 

※１ 普通科系学科：普通科及び普通科系の専門学科（理数・探究・体育・音楽） 

※２ 産業系学科：職業に関する専門学科（農業・工業・商業・水産・家庭（福祉）・看護・情報） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 参考資料 

《ご意見・お問い合わせ》  山形県教育局高校教育課 高校未来創造室 
〒990-8570 山形市松波二丁目８番１号  TEL 023-630-2493 FAX 023-630-2774 

学科 普通 
普通系専門 職業系専門 

総合 計 
理数 国際 体育 音楽 農業 工業 商業 水産 家庭 看護 情報 

R6 
80 6 3 2 1 9 28 14 1 2 1 1 16 

164 
48.8% 3.7% 1.8% 1.2% 0.6% 5.5% 17.1% 8.5% 0.6% 1.2% 0.6% 0.6% 9.8% 

全国 64.0% 1.2% 0.7% 0.4% 0.4% 4.1% 10.0% 7.3% 0.5% 1.2% 0.2% 0.1% 7.6% 100% 

H26 
102 3 0 2 1 11 32 16 2 2 1 1 23 

196 
52.0% 1.5% 0.0% 1.0% 0.5% 5.6% 16.3% 8.2% 1.0% 1.0% 0.5% 0.5% 11.7% 

全国 65.5% 1.1% 0.4% 0.4% 0.3% 4.0% 9.7% 7.7% 0.5% 1.1% 0.2% 0.1% 7.1% 100% 

比較 ▲22 3 3 0 0 ▲2 ▲4 ▲2 ▲1 0 0 0 ▲7 ▲32 

 

公立高校(全日制)の学科別学級数〔学科別構成比〕 

中学３年生の意識 

中学校卒業（予定）者数の推移〔H26～R16〕 

〔高校で希望する学科〕 〔高校選びで重視する点〕 〔将来の進路志望〕 

※比較は R6 年度と H26 年度の比較 

※2 

※1：その他には無回答も含む   ※2：3 つまで回答可 

（％） 

※R6 年以降は学校基本調査による推計値 
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